
淡水養タ直同発調査

I 調査目的

パイカノレ湖産オーム日の木県湖渇と養魚池における適応性を検討し，これが企業性をも併せて究明し，

談水漁業の発展に寄与する。

H 調査内容

(1) 調査期間

(2) 調査担当者

昭和44年 4月-45年 3月

謀 長 長峰良典

相坂養魚、場長 三回 治

技 自耐 七戸喜太郎

11 青山 i偵夫

H 橋爪政男

(31 調査地域 : 相;坂養魚、場十二刷{落口ノ湖)

(4) 制査項届

a 養魚池における飼育試験

b 純生主({!;)J沼)飼育調査

c 湖沼渓境調査

目調査結呆

a 重量魚i也における飼育試験

昭和44年3}:j26日VCJ連から空路到着した約9万粒の受精卵は同日から 4}:jlO日Kかけてふ

化し，その推定ふ化率は 60 -7 0 %であった。ふ化後5-6日目からアJレデミアを与えその後生長

するにつれて肝臓→ベレットと移行したが魚体の生長経過は第 l表のとおりであった。

b 網生二週司育調査

1 0片 12日に平均全長6，6cmのオームり 4，200尾を収容して網生箕飼育を開始した。餌はニジ

マス稚魚用クランプJレを 1日300瓦与えたが冬期間でも餌付はよかった。 2}:j28日3棚届の網か

ら5蹴邑の網K交換した際の尾数は約200 0尾κ減っていたので，その!京凶を考えたところ，餌が
不適当であったため栄養不良で減耗したものと忠われる。その後クランプJレと豚肝識，生鮮魚を混合し

て与えることにした。生長の絵過は第2表K示した。

c 湖沼環境調査 夏期には成層がみられ水深 8m以深は無気層によって魚類は棲息出来ない。

冬期には成層が低下するが無気層は残っている(表 2-4) 

第 1 表 魚体制定結呆(相坂交魚、場)

測定年月日 6 9 7 0 
5. 1 6. 1 7.1 8. 1 9.1 1 O. 1 2.2 3.4 

3全ド長K7〈踊)1 1 2. 3 611 6リJ 噌J 内&噌4.47 マ40内ロ65 151 内J 向8I 5 9. 2 I 7 O. 5ヨF -E 3- ll 内e町1.0 I o .J内 U 

平体長均( 脇 ) 1 1 1. 2 7 1 1 3. 8 8 1 2 1. 0 8 13 4. 6 0 14 3. 8 5 15 1. 6 16 O. 5 16 O. 9 5 1 6 6. 2 17 L. 5 

平体均重 p 一 一 G. 1 0 I o. 50! 1. 0 8 11一一33 1 2. 2 I L. 2 9 1 3. 3 9 14. 0 0 
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第 2 表 魚体測定結果(十二湖)

測定年月日 6 9. 1 1. 1 4 ， 69.12 
， 

17 O. ヤO. 3.3 0 6 7 O. 1. 2 3 2.28 

測定尾数 5 0 5 0 5 0 5 0 5 0 

全 長叩 8.1-5. 4 8.6-5. 4 8.9-5.3 8.7 -5.9 8.5 -5.6 

平均全長明 6.64 6.8 3 6. 7 6 7. 0 6 7.2 5 

体 長 cm 7.2 -4. 6 7.8 -4.8 7.4-4. 7 7.3-4.8 

平均体重 m 5.74 5.95 6.0 1 6.1 8 

体 重 ♀ 3.5 -0，9 う.4-1.1 1. 3 -4.7 4.6-1. 3 

1平均体重 2.1 0 2.25 2. 3 5 2.50 2.8 2 

第 2 表 落口の池観測結果

観視l陣月日 4 4年 7月 24日

深 7}< 温 P H 
溶仔酸素 酸素胞和 硫化水素

m ℃ 時/L 度 % 呼/L。 2 1. 1 8. 0 1 1. 0 0 1 26.9 0.00 

2 18.2 8. 2 1 1. 6 3 1 2 7.1 0.00 I 
4 I 7.5 8.0 I 2. I 5 1 3 O. 9 0.0 0 I 

6 I 5.4 7.7 I 1. 6 9 I 2 O. 8 0.00 

8 8. 7 7. I 8.44 7 4.9 O. 0 7 

1 0 6. 2 6.9 3.80 3 1. 7 0.02 

I 2 5.5 6.7 O. 3 9 3.2 0.06 

I 4 5.3 6. 7 O. 4 1 3.3 O. 0 4 

I 6 う.2 6. 7 O. 2 9 2.4 0.04 

1 8 う.1 6. 7 0.00 O. 0 O. 1 4 

2 0 5.3 6.5 0.00 O. 0 O. 2 3 

湖 底 5. 4 一 一 一
観測時刻 14:05-16:10 

気 iAi 2 5.2 'c 

透明度 3.3 m 
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第 3 表 落口の池観測結果

水 深 水 温 P H ηz ℃ 

。 1 O. I 7.4 

2 1 0.2 7. 4 

4 1 O. 2 7.4 

6 1 0.2 7. 6 

8 I O. 1 7.4 

I 0 7.9 7. 1 

I 2 O. I 7. 0 

I 4 5.6 7. 0 

1 6 5.4 6.8 

I 8 5. 4 6.8 

2 0 5.5 6. 8 

湖 底| 5.5 

観測時刻 14:30-15.20 

気 ふ回

'"工L

透 明度

3.6'C 

3.6 m 

第 4 表 落口の池観測結果

水 深
m 

。
2 

4 

6 

8 

I 0 

1 2 

I 4 

I 6 

I 8 

2 0 

湖 底 1

観測時刻

気温

透明度

水 温 P H 
℃ 

4. 7 7.5 

4.7 7.6 

4. 7 7.7 

4.7 7. 7 

4.6 7. 8 

4.6 7. 8 

4.6 7. 8 

4. 6 7. 8 

4.6 7. 8 

4.8 7. 6 

う.7 6. 9 

6. 0 一

5.6 m 

観測年月日 4 4年 11月 5日

溶存酸素 酸素胞和 硫化水素|
/fl(t/ L 度 % m官VL

9.8 9 9 0.7 0.00 i 

I O. 1 0 9 2. 9 0.00 

1 0.2 3 9 4. 1 0.00 

1 O. I 5 93.4 0.0 0 

9.89 9 0.7 0.00 

3.54 3 0.8 0.00 

3.2 7 2 7. 2 O. I 8 

2.60 2 1. 3 O. 3 2 

2.4 I 1 9.7 0.48 

0.4 7 3.8 O. 5 I 

O. 0 0 O. 0 0.8 2 

一 一

観測年月日 45年 1月 22日

溶存酸素 酸素胞和 硫化時/水L素
時/L 度 % 

I L 0 6 8 8. 9 O. 0 0 

I 0.9 6 8 8. I 0.0 0 

I 1. I 8 89.8 0.00 

1 0.4 9 8 4. I 0.00 

1 0.7 8 86.4 0.0 0 

1 0.7 8 86.4 0.00 

1 0.6 1 8 5.0 0.0 0 

1 O. 5 3 8 4. 4 O. 0 0 

8.78 7 O. 4 0.00 

2.89 23.2 O. 0 8 

0.00 0.0 0.4 0 
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目今後の課題および問題点

養魚池においては順調K生長しているが，広永大敵消性の魚であることから今後の経過を注視する必要

がある。

湖沼においては幼魚、期K入ってからの生長がやや鈍っていることの原凶のーっとして餌料が考えられ

るので，適正餌料の開発が望まれる。

湖沼の適応性Kついては今後の経過をみて検討する必要がある。

今までの飼育経過から見て成長が遅く，ニジマスに比べて全長が必 体重で.li{'L過ぎない，したがっ

て今後この次点を補うだけの長所として食味，繁殖力の 2点がオーム Yの交殖を左右する重要な要素と

なるだろう。
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